（５）予算編成の手続き


事前検討

１現行事業計画を見直す

２現行予算額を各科目ごとに見直す

・現行どおりでよいかどうか

・新事業の必要性が生じていないか

     　予算方針：事業計画に基づき

１職員の配置計画（正規，臨時）に基づき人件費の積算

２管理（外部委託，固定資産，各所修繕）を積算

３入所者の処遇計画に基づく積算

給食，健康管理，生活指導，行事費，被服費

日用品費，おむつ代等

予算の作成

資金収支の勘定科目に基づき資金収支予算内訳表を作成する

○経常活動による収支

・経常的な事業収入による収入及び支出

（受取利息収入，借入金利息支出を含む）

○施設整備等による収支

・固定資産の売却に係る収入

・施設整備等補助金収入

・施設整備等寄付金収入

・固定資産の取得（施設整備を含む）に係る支出

○財務活動による収支

・資金の借入れ及び返済

・積立預金の積立て及び取崩し

・投資有価証券の購入及び売却等資金の運用に係る収入及び支出

※当期の資金収支差額がマイナスの時は，前期末の支払資金残高が充当される



次年度開始前（前年度末に開催）
編成方針（事業計画の策定）





予算配分（各予算科目計上）





予算案・事業計画案の決定





理事会・評議員会
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